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～明治はひとつ、3C で繋ごう多摩支部の絆～ 

Contact Communication Consensus 

 

お暑い中、多摩支部定時総会に、沢山の皆様にご出席頂き、誠にありがと

うございます。 

皆様におかれましては、日頃、校友会活動に多大なご理解、ご協力を賜

り、厚く御礼申し上げます。 

本日は、ご来賓を代表してご祝辞を頂く明治大学理事の榎本様、校友会副

会長の木下様、東京都４支部の支部長・幹事長様と、多くの皆様にご臨席賜

り、このような盛大な総会を開催できますことを、高い席からではあります

が、厚く御礼申し上げます。 

また、この総会を約１年がかりで計画して頂いた、野口実行委員長を始

め、担当地域支部の役員の方々にも厚く御礼申し上げます。 

さて、2031 年には、明治大学の創立１５０周年を迎えます。そのような

中、今、１５０周年記念事業として、3 つの夢が動き始めております。 

後程ご来賓の榎本理事よりお話があるかと思いますが、 

１つ目は「山の上ホテル」を継承し、新たな明治大学のシンボルとする事。 

２つ目は、「駿河台キャンパス総合施設設備計画」として、１４年の期間をか

けて、駿河台キャンパスを未来型キャンパスに進化させるという計画。 

３つ目は、「箱根への挑戦」として、2032 年１月３日「お～お～明治～」の

校歌が響き渡る中、本学最終ランナーが優勝のゴールテープを切り、大手町

の読売新聞本社前一帯を紫紺の旗で埋め尽くそうという夢であります。 

そんな母校の夢、我々多摩支部も一緒に同じ夢を見ようではありませんか！ 

多摩支部校友数凡そ 25,000 人、これは、神奈川県東部支部に次いで、日本

で２番目、21 の地域支部数は、日本一であります。このような大きな組織が

一致団結すれば、3 つの夢の実現に向け、大変なパワーになることは間違い

ありません。 

その為にも、昨年より掲げている多摩支部のスローガン「明治はひとつ、

3C（Contact Communication Consensus）で繋ごう多摩支部の絆」の下で

更なる地域間交流を深めて頂き、強くそして大きな絆を築いていきましょ

う。 

   

多摩支部第 22 回定時総会 土屋多摩支部長 挨拶 
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明治大学校友会 東京都多摩支部 第 22 回定時総会 次第 

 
日時：2025 年（令和 7年）6月 22日（日） 

会場：ホテルエミシア東京立川 4 階カルログランデ 

第 22 回定時総会実行委員会 

 立川・小平・村山・あきる野・羽村・福生各地域支部 

・委員長 ：野口 文雄（村山地域支部 支部長） 

・副委員長：山田 雄三（あきる野地域支部 支部長） 

土屋多摩支部長の挨拶で始まった「多摩支部第 22回定時総会」は、 

議案の審議が行われ、第 1号議案から第 5号議案の全ての議案が、 

満場一致で可決承認されました。 
 

 



ご来賓 

 明治大学理事 
 榎本 知佐 

明治大学校友会副会長 
木下 唯志 

東京都北部支部長 
三森 勲 

司 会 

委員長 野口 文雄 副委員長 山田 雄三 

大川 元 

石井 光太 
（村 山） （あきる野） 

（村 山） 

（立 川） 

（敬称略） 

 

多摩地区父母会長 
丸山 忠一郎 

第 22 回定時総会実行委員会 

 



懇親会（地域支部名） 

昭島・清瀬 

あきる野・多摩市 

あきる野 

 

多摩支部は、日本一の地域支部数、21 地域支部で構成さ

れています。 

「明治はひとつ、3C（Contact Communication 

Consensus）で繋ごう多摩支部の絆」、この多摩支部のス

ローガンの元、大きな絆を築いていきます。 
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アトラクション：明治大学津軽三味線 響 

明大祭実行委員会の皆様 
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